横浜いずみ学園社会福祉実習生の受け入れについて
Ⅰ　前年度中

１．１１月末までころまでに、受け入れ大学数を実習担当職員が検討

　　①　基本的には現在受け入れている大学のみ

　　②　熱心に実習を希望する学生からの℡等があった場合、実習担当職員が検討し受け入れを承諾することもある。
　　③　ただし、現在、保育実習は受け入れていない。
２．１２月中旬までに、実習希望大学へのお知らせ

①　毎年受け入れをしている大学の実習担当者に、来年度実習についてのお知らせを送付

　　②　大学は希望学生の氏名、学年、希望実習期間、横浜いずみ学園に実習を希望する理由を記載した書類を学園宛に返送

３．１月～２月　実習希望学生と係職員の面接

４．２月末　実習受け入れ承諾書を大学へ発送

Ⅱ　実習年度

1． 実習生へのオリエンテーション等
1 一ヶ月まえ　実習開始にあたって必要な情報を与え、諸注意を行う。

　　　   ・  実習期間、実習時間、持ち物等の確認
· 細菌検査のお願い

· 昼食の注文の確認

· 学園建物の案内

2 実習初日

· 実習予定表の確認

· 生活フロアでの実習生の過ごし方、会議等の参加の仕方　

· 現在の学園の状況

· 子ども対応時に気をつける事

· 守秘義務、書類の取り扱い上の注意

· カルテ、指導記録、会議録等保管場所と閲覧時の注意

3 実習巡回

　　　実習開始後大学より連絡を受け、実習担当者と大学職員の都合の合う日程を決定する。
· 実習担当者より、実習生の様子を大学巡回職員に伝える。
・ 場合によっては、学園の簡単な紹介を行う。

· 大学巡回職員と実習生の面接

　　　

4 実習最終日　実習反省会
　　　最終日に設定出来ない場合は、実習生に事前に予定を知らせる。

· 実習生の感想、質疑応答

· 実習担当者の評価、感想
· 今後の書類提出の確認

· 昼食代の徴収

· 個人情報にあたる書類（実習生へ履歴書・実習生より在園児名簿）の返却

2． 実習後
1 実習生実習のまとめ、未提出の実習日誌、実習日誌のコピー（１部）を郵送もしくは来園にて提出

2 大学の書式に従って、実習担当者による実習評価
3 実習評価の送付（大学もしくは実習生本人あて）

4 実習費の受け取り（事務職員が担当）

5 実習記録の保管

　　　

　　　

　　　　
